
傍聴・講座などに参加する際は、自宅で検温し、体調確
認の上、必ずマスクを着用してください

記事内にファクシミリ番号の記載がない場合のお問い合
わせは、iの部署名を記入し市役所代表v（３７１）２００８へ 令和3年（2021年）6月5日NO.1403 4

※m＝申し込み・方法など　i＝問い合わせ　h＝ホームページアドレス　v＝ファクシミリ番号　a＝Ｅメールアドレス　…費用の記載のないものは無料。各施設によって休館日・受付時間が異なります。各記事の詳細はお問い合わせください…

5 新型コロナウイルス感染症の影響により、変更・中止になる場合があります

公式ホームページでも
たま広報をご覧いただけます▶

ご
ろ

▽
実
施
方
法　

市
内　

カ
所
の
防

１１２

災
行
政
無
線
か
ら
一
斉
に
放
送

▽
放
送
内
容　
［
チ
ャ
イ
ム
］＋

「
こ
ち
ら
は
防
災
多
摩
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い

ま
す
」＋［
緊
急
地
震
速
報
ア
ラ

ー
ム
］＋「
緊
急
地
震
速
報
。
大

地
震
で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ

れ
は
訓
練
放
送
で
す
」×
３
回

＋「
こ
ち
ら
は
防
災
多
摩
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
」＋［
チ
ャ
イ
ム
］

※
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
訓
練
を

中
止
す
る
場
合
あ
り

煙
放
送
内
容
を
確
認
で
き
ま
す

　

防
災
行
政
無
線
の
音
声
が
屋
内

な
ど
で
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
は
、

放
送
内
容
を
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム
な
ど
の
定
時

　

放
送
は
除
く

・【
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
】自
動
音
声

応
答
電
話
番
号
☎
０
５
０（
５

４
３
３
）９
１
６
２

・
放
送
内
容
確
認
専
用
サ
イ
ト

　

hhttp://tam
a-city.site.k

taiw
ork.jp/

※
過
去
の
放
送
内

容
も
掲
載
し
て

い
る
た
め
、
要

日
時
確
認

i
防
災
安
全
課
☎

（
３
３
８
）６
８
０
２

 　

万
が
一
の
災
害
時
の
た
め
に
、

防
災
用
品
・
消
火
器
・
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

▽
期
限　

令
和
４
年
３
月　

日
木

３１

▽
見
本
の
展
示　

８
月
２
日
㈪
〜

９
月
１
日
㈬
＝
市
役
所
１
階
ロ

防
災
用
品
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

 
▽
職
種　

生
活
保
護
面
接
相
談

員
・
介
護
認
定
調
査
員
・
保
健

師
・
栄
養
士
Ａ

▽
募
集
人
数　

各
１
人
程
度

▽
雇
用
期
間　

令
和
４
年
３
月　
３１

日
ま
で（
勤
務
成
績
が
良
好
な

場
合
は
更
新
可
）

▽
募
集
要
項
配
布
場
所　

公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
３
階
人

事
課
、
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
・
多
摩

セ
ン
タ
ー
駅
各
出
張
所
、
永
山

公
民
館

※
受
験
資
格
な
ど
詳
細
は
募
集
要

項
参
照

m
i
６
月　

日
㈬
必
着
の
、
公
式

２３

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
手

続
き
・
郵
送

ま
た
は
直
接

持
参
で
、
必

要
書
類
を
、
〒　

儿
８
６
６
６

２０６

人
事
課
☎（
３
３
８
）６
８
０
４

へ

 〔
共
通
事
項
〕

※
先
着
順
。
当
日
直
接
会
場
へ

※
日
時
・
場
所
は
変
更
す
る
場
合

あ
り
。
事
前
に
要
問
い
合
わ
せ

●
第　

回
多
摩
市
自
治
推
進
委
員

１０
会

▽
日
時　

６
月　

日
木
午
後
６
時

１７

令
和
３
年
度
会
計
年
度
任
用
職

員傍　
　

聴

▽
場
所　

市
役
所
３
階
特
別
会
議

　

室
▽
定
員　

６
人

▽
内
容　
「（
仮
称
）地
域
委
員
会

構
想
」に
つ
い
て

i
企
画
課
☎（
３
３
８
）６
８
１
３

●
第
９
回
多
摩
市
子
ど
も
・
若
者

総
合
支
援
条
例
検
討
委
員
会

▽
日
時　

６
月　

日
火
午
後
６
時

２２

▽
場
所　

市
役
所　

・　

会
議
室

３０１

３０２

▽
定
員　

５
人

▽
内
容　

子
ど
も
・
若
者
の
健
や

か
な
育
成
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の

条
例
の
検
討

i
児
童
青
少
年
課
☎（
３
３
８
）６

９
５
８

  
▽
対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
①
居
宅
介
護
支
援
専
門

員
の
資
格
を
保
有
②
認
定
調
査

員
新
規
研
修
を
受
講
済
み
③
認

定
調
査
の
経
験
が
あ
る

▽
委
託
料　

認
定
調
査
１
件
当
た

り
４
千　

円（
消
費
税
な
ど
を

４００

含
む
）

※
詳
細
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
ま
た
は
要
問
い
合
わ
せ

i
介
護
保
険
課
☎（
３
３
８
）６
９

０
７

募　
　

集

介
護
保
険
認
定
調
査
員（
個
人

委
託
）

  
●
関
・
一
つ
む
ぎ
館

▽
募
集
人
数　

夜
間
勤
務
＝
若
干

名
▽
面
接
日　

６
月　

日
日

２０

▽
採
用
日　

７
月
１
日
木

m
i
・
募
集
要
項
配
布
場
所　

６

月　

日
金
ま
で
の
午
前　

時
〜

１８

１０

午
後
８
時（
７
日
㈪
を
除
く
）に
、

関
・
一
つ
む
ぎ
館
☎（
３
７
５
）

５
５
６
６
へ

●
か
ら
き
だ
菖
蒲
館

▽
募
集
人
数　

時
間
勤
務
・
夜
間

勤
務
＝
各
若
干
名

▽
面
接
日　

６
月　

日
土

２６

▽
採
用
日　

時
間
勤
務
＝
８
月
１

日
日
、
夜
間
勤
務
＝　

月
１
日

１０

金
ま
た
は　

月
１
日
㈬

１２

m
i
・
募
集
要
項
配
布
場
所　

６

月　

日
土
ま
で
の
午
前　

時
〜

１９

１０

午
後
８
時（　

日
㈪
を
除
く
）に
、

１４

か
ら
き
だ
菖
蒲
館
☎（
３
３
８
）

６
３
３
３
へ

〔
共
通
事
項
〕

▼
対
象　

パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き
、

徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で
通
勤
可

能
な
市
内
在
住
者

▼
業
務
内
容　

日
常
的
な
管
理
運

営
・
受
付
業
務
な
ど

※
研
修
あ
り（
有
給
）

※
詳
細
は
各
募
集
要
項
参
照

求　
　

人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ

教
育
委
員
会
だ
よ
り
第

　

号
を
発
行
し
ま
し
た

７６

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
・
学
校
に
関
す
る
情
報
・
家
庭
で
の
生
活
上
の
注
意
点
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
入
学
式
の
様
子
や
教
育
委
員
会
表
彰
者
の
紹
介
、
中
央
図
書
館
建
設
の
樹
木
伐
採

起
工
式
の
報
告
な
ど
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
▽
閲
覧
方
法　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
他
、
各
学
校
・
市
内
公
共
施
設
で
配
布
・
自
治
会
に
も
送
付
i
教
育
振
興
課
☎（
３
３
８
）６
８
７
２

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾
塾
生

（
６
カ
月
コ
ー
ス
）

▽
開
催
期
間　
　

月
〜
令
和
４
年
３
月
▽
費
用　

４
千　

円
〜
８
千　

円（
講
座
回
数
に
よ
る
）▽
内
容　
「
奥
多
摩
の
低
山
を
歩
く
」な
ど
全　

講
座
※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
市
役
所
４
階
文
化
・
生
涯
学
習
推
進
課
な
ど
で
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
Ｔ

１０

２００

４００

１５

Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾
hhttps://tam

a-shim
in-juku.com

 
参
照
m
i
・
場
所　

７
月
９
日
金
消
印
有
効
の
、
郵
送
で
、
〒　

儿
０
０
５
６
府
中
市
寿
町
１
儿
５
儿
１
府
中
駅
北
第
２
庁
舎
６
階
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾（
多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー
）☎（
３
３
５
）０
１
１
１
へ

１８３

 　

地
域
や
生
活
の
課
題
を
取
り
上

げ
た
講
座
・
講
演
会
を
企
画
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　

市
民
の
皆
さ
ん

の
学
習
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
き

っ
か
け
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

▽
対
象　

会
員
の
過
半
数
が
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
、
過

去
４
年
間
に
連
続
し
て
市
民
企

画
講
座
を
開
催
し
て
い
な
い
団

体（
政
治
・
宗
教
・
営
利
団
体
を

除
く
）

▽
支
援
内
容　

講
師
謝
礼
の
支
払

い
ま
た
は
会
場
の
提
供（
講
座

の
回
数
は
３
回
ま
で
）

※
保
育
付
き
実
施
も
可

※
実
施
時
期
は
９
月
下
旬
〜
令
和

４
年
３
月

※
令
和
３
年
度
は
年
一
回
の
募
集

m
６
月
８
日
火
〜　

日
㈪
に
、
直

２８

接
持
参
で
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は

永
山
・
関
戸
各
公
民
館
で
配
布

す
る
募
集
要
領
を
参
照
の
上
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

各
公
民
館
へ

※
応
募
後
、
講
座
内
容
に
関
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
あ
り

煙
ヒ
ア
リ
ン
グ

▽
日
程　

７
月
２
日
金

※
午
前
９
時
〜
午
後
７
時　

分
の

３０

間
で
所
要
時
間　

分
程
度
。
要

４５

予
約

▽
場
所　

永
山
公
民
館

公
民
館
市
民
企
画
講
座
実
施
団

体

※
申
請
し
た
講
座
の
実
施
可
否
は

内
容
審
査
後
に
通
知

i
永
山
公
民
館
☎（
３
３
７
）６
６

６
１
、
関
戸
公
民
館
☎（
３
７

４
）９
７
１
１

 
▽
募
集
住
宅
種
類
・
戸
数　

多
子

世
帯
向
け
＝
１
戸
、
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
＝
２
戸

▽
申
込
書
・
募
集
案
内
書
の
配
布

期
間
・
場
所　

６
月　

日
木
〜

１０

　

日
金
に
、
市
役
所
１
階
案

１８内
・
東
庁
舎
２
階
都
市
計
画
課
、

聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
・
多
摩
セ
ン
タ

ー
駅
各
出
張
所
、
永
山
公
民
館

へ
※
詳
細
は
募
集
案
内
書
参
照

m
６
月　

日
火
必
着
の
、
郵
送
で
、

２２

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
〒　

儿
８
６
６
６
都

２０６

市
計
画
課
☎（
３
３
８
）６
８
１

７
へ

 　

猫
と
暮
ら
し
た
い
高
齢
者
の
方

に
、
条
件
に
合
っ
た
保
護
ネ
コ
を

譲
渡
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳
の
市
内
在

６５

７５

住
者

▽
費
用　

２
万
円（
各
種
検
査
・

医
療
処
置
・
避
妊
去
勢
手
術
な

ど
に
要
す
る
費
用
）

m
・
主
催　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
ッ
ト
セ

市
営
住
宅
入
居
者

人
シ
ニ
ア
に
猫
シ
ニ
ア
を
譲
渡

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
ビ
ア
へ

※
申
し
込
み
後
、
自
宅
を
訪
問
し
、

詳
し
い
事
業
内
容
を
説
明

※
こ
の
事
業
は
、
多
摩
市
民
間
提

案
制
度
の
採
用
事
業
で
す

i
人
シ
ニ
ア
に
猫
シ
ニ
ア
を
譲
渡

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
＝
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
ッ
ト
セ
イ
ビ
ア

☎
０
４
２（
３
１
６
）５
２
２
０
、

ainfo@
catsavior.com

、

hhttps://catsavior.com
/  

、
多
摩
市
民
間
提
案
制
度
に

つ
い
て
＝
市
役
所
行
政
管
理
課

☎（
３
３
８
）６
９
４
１

 　

先
の
大
戦
か
ら　

年
以
上
が
た

７０

ち
、
戦
争
体
験
を
語
る
こ
と
が
で

き
る
方
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
野
市
・
国
立
市
・
多
摩
市
が
連

携
し
、
戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
の

戦
争
体
験
を
パ
ネ
ル
や
冊
子
と
し

て
ア
ー
カ
イ
ブ（
記
録
・
保
存
）し
、

次
の
世
代
に
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平

和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
く
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
あ
な
た
の
貴
重
な

体
験
を
記
録
に
残
し
ま
せ
ん
か
？

▽
募
集
テ
ー
マ　

次
世
代
に
伝
え

た
い
あ
な
た
の
戦
争
体
験

▽
対
象　

市
内
在
住
者
ま
た
は
多

摩
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

※
ご
家
族
な
ど
の
戦
争
体
験
者
か

ら
聞
い
た
体
験
談
で
も
可

▽
選
考　

応
募
い
た
だ
い
た
体
験

戦
争
体
験
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
〜

あ
な
た
も
戦
争
体
験
を
次
世
代

に
伝
え
ま
せ
ん
か
〜

談
は
全
て
大
切
な
記
録
で
す
が
、

全
て
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、「
次
世
代

に
伝
え
る
」と
い
う
視
点
で
の

選
考
を
実
施

▽
選
考
委
員　

林
家 
木  
久  
扇 
氏

き 

く 

お
う

（
落
語
家
）、 
中  
満  
泉 
氏（
国
際

な
か 
み
つ 
い
ず
み

連
合
事
務
次
長
・
軍
縮
担
当
上

級
代
表
）ほ
か

※
詳
細
は
永
山
・
関
戸
各
公
民
館
、

市
内
各
図
書
館
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
老
人
福
祉

館
な
ど
で
配
布
の
募
集
要
項
参

照
m
i
８
月　

日
火
必
着
の
、
郵

３１

送
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参

で
、
体
験
談（　

字
以
内
・
様
式

８００

自
由
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒　

儿
２０６

０
０
１
１
関
戸
４
儿　

ヴ
ィ
ー

７２

タ
・
コ
ミ
ュ
ー
ネ
７
階
平
和
・

人
権
課
☎（
３
７
６
）８
３
１
１
、

atm
161000

＠city.tam
a.t

okyo.jp

へ

 　

介
護
保
険
に
関
す
る
施
策
に
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
、
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
、
市
民
委
員
・

学
識
経
験
者
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
な
ど
の
委
員
で
構
成
す

る
協
議
会
で
す
。

▽
任
期　

８
月
１
日
〜
令
和
６
年

７
月　

日
３１

▽
対
象　

現
在
、
市
の
他
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
な

い
、　

歳
以
上
の
市
内
在
住
者

２０

▽
募
集
人
数　

５
人

▽
報
酬　

市
の
規
定
に
よ
る

▽
選
考
方
法　

小
論
文
の
内
容
・

男
女
比
率
な
ど
を
考
慮

※
詳
細
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
ま
た
は
要
問
い
合
わ
せ

m
i
７
月
２
日
金
必
着
の
、
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
手
続
き
・
郵
送
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
直
接
持
参
で
、

小
論
文「
多
摩
市
の
介
護
保
険

の
運
営
に
関
す
る
意
見
等
に
つ

い
て
」（　

字
程
度
・
様
式
自

８００

由
）・
応
募
理
由
・
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒　

儿
８
６
６
６
市
役
所
１
階

２０６
介
護
保
険
課
☎（
３
３
８
）６
９

０
１
、
v（
３
７
１
）１
２
０
０

へ
※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
、
送
信

後
に
要
電
話
連
絡

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
。

選
出
委
員
の
氏
名
な
ど
は
公
表
。

提
出
書
類
の
返
却
不
可

多
摩
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

市
民
委
員

  　
　

歳
に
到
達
し
た
方
は
国
民
年

６０
金
の
強
制
加
入
被
保
険
者
で
な
く

な
り
ま
す
が
、
希
望
に
よ
り
国
民

年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳
未
満
の
間

２０

６０

に
年
金
未
加
入
期
間
や
国
民
年

金
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

方（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上

げ
受
給
者
や
厚
生
年
金
保
険
加

入
者
は
除
く
）

▽
対
象
期
間　

任
意
加
入
手
続
き

日（　

歳
の
誕
生
日
前
日
以
降
）

６０
か
ら
、
国
民
年
金
の
納
付
月
数

が　

カ
月
に
到
達
す
る
ま
た
は

４８０

　

歳
の
誕
生
日
前
日
の
い
ず
れ

６５か
早
い
方

▽
持
ち
物　

年
金
手
帳
ま
た
は
個

人
番
号
の
分
か
る
も
の
・
預

（
貯
）金
通
帳
・
金
融
機
関
届
け

出
印
・
年
金
記
録
が
分
か
る
も

の
・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
任
意
加
入
期
間
は
免
除
・
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
の
利
用
不

可
※　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
、

６５

７０

　

歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
に
任

７０意
加
入
を
す
る
こ
と
で
受
給
資

格
を
満
た
せ
る
方
は
、
特
例
で

任
意
加
入
で
き
る
制
度
あ
り

m
i
市
役
所
保
険
年
金
課
☎（
３

３
８
）６
８
４
４
、
府
中
年
金

事
務
所
☎（
３
６
１
）１
０
１
１

 
▽
日
時　

６
月　

日
木
午
前　

時

１７

１０

暮
ら
し
の
た
ま
て
ば
こ（
３
面
か
ら
の
続
き
）

　

歳
〜　

歳
未
満
の
方
へ

６０

６５

国
民
年
金
の
任
意
加
入
で
将
来

の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

緊
急
地
震
速
報
の
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

ビ
ー
、
右
記
期
間
以
外
＝
２
階

防
災
安
全
課
前

▽
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
場
所　

防
災
安
全
課
、
多
摩
セ
ン
タ
ー

駅
出
張
所
、
永
山
・
関
戸
各
公

民
館
、
各
図
書
館
、
各
老
人
福

祉
館
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、 
三  
方 
の
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ

み 

か
た

ィ
会
館

※
詳
細
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
i
防
災
安
全
課
☎（
３
３
８
）６
８

０
２

  　

令
和
３
〜
５
年
度
の
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
確
保
に
係
る
目
標
な
ど
を

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
特
性

に
応
じ
た「
わ
か
り
や
す
い
版
」な

ど
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

▽
閲
覧
場
所　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
役
所
１
階
障
害
福
祉

課
・
第
二
庁
舎
１
階
行
政
資
料

室
、
市
内
各
図
書
館

▽
販
売
場
所　

市
役
所
１
階
売
店

「
ひ
ま
わ
り
」、
行
政
資
料
室
、

多
摩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー（
ヴ
ィ
ー
タ
）

▽
販
売
価
格　

１
部　

円
２７０

i
障
害
福
祉
課
☎（
３
３
８
）６
８

４
７
、
v（
３
７
１
）１
２
０
０

「
第
６
期
多
摩
市
障
害
福
祉
計

画
・
第
２
期
多
摩
市
障
が
い
児

福
祉
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

〔共通事項〕
※⑴〜⑶は所得制限あり。母（父）に一定の障がいがある家
庭も申請可（要件あり）

※各制度に、資格要件・基準・所得制限などあり。詳細は
要問い合わせ

mi子育て支援課〔⑴〜⑶＝☎（３３８）６８５１、⑷〜⑺＝☎
（３３８）６８３３、v（３７２）７９８８〕

⑴児童扶養手当
渇対象　１８歳に達した年度の末日までの児童（児童に一定
の障がいがある場合は２０歳未満）を養育している母（父）
または養育者

渇月額　児童１人＝４３,１６０円、２人＝５３,３５０円（３人目以降
＝１人につき６,１１０円加算）

※ＪＲ通勤定期乗車券の割引購入、都営交通の無料パス交
付、水道・下水道料金および有料ごみ袋の減免制度あり
⑵児童育成手当
渇対象　１８歳に達した年度の末日までの児童を養育してい
る母（父）または養育者

渇月額　児童１人＝１３,５００円
※一定の障がいがある２０歳未満の児童を養育している場合
は児童１人当たり月額１５,５００円
⑶ひとり親家庭等医療費助成制度
渇対象　１８歳に達した年度の末日までの児童（児童に一定
の障がいがある場合は２０歳未満）を養育している母（父）
または養育者と児童

渇内容　医療機関などでの診療や、調剤薬局で投薬を受け
る際の保険内自己負担金助成（一部負担有）
⑷ひとり親家庭ホームヘルプサービス
渇内容　日常生活を営むのに支障があるひとり親家庭に、
一定の期間ホームヘルパーを派遣（子どもの世話・食事
の支度・掃除・洗濯など居宅内での日常生活用務、利用
者の居宅と市内の保育園・学童クラブなどへの送迎）

※要事前相談の上、申請
※所得に応じて費用負担あり

⑸母子及び父子福祉資金の貸付
渇対象　原則として６カ月以上都内在住の２０歳未満の児童
を扶養している母子・父子家庭で、償還計画を立てるこ
とが可能な方
渇内容　経済的に自立して安定した生活を送るための資金
貸し付け
渇貸し付け内容　就学支度・修学・事業開始・事業継続・
技能習得・修業・就職支度・医療介護・生活・住宅・転
宅・結婚の各資金
※要事前相談、要保証人。審査あり
⑹ひとり親家庭相談
　母子父子自立支援員が経済的なこと・家族関係に関わる
ことなど、生活全般について相談を受け、各種制度や専門
窓口の紹介および、助言により問題解決を支援します。
※秘密厳守。要事前予約
⑺ひとり親家庭自立支援給付金事業
〔①②共通事項〕
葛対象　市内在住の２０歳未満の児童を扶養している母子家
庭の母（または父子家庭の父）で、児童扶養手当の支給対
象所得基準の方
葛内容　就業に必要な能力開発および資格の取得を支援
①ひとり親家庭自立支援教育訓練給付金
　対象講座（１講座に限る）に要した受講料の１００分の６０に
相当する額を支給します。
※雇用保険制度との調整あり
※受講申し込み前に要事前相談・要申請
②ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金
　市が指定する資格を取得するため、一定以上の修業年限
の養成機関で修業している方に支給します。
渇指定資格　看護師・准看護師・介護福祉士・保育士・理
学療法士・作業療法士・保健師・助産師・理容師・美容
師・歯科衛生士・社会福祉士・製菓衛生師・調理師など
渇支給額　月額１０万円（市民税課税世帯７０,５００円）
※課程終了までの最後の１２カ月は月額４０,０００円増額
※受講前に要事前相談。修業中の方は要相談

ひとり親家庭などへの 手手当当・・助助成成制制度度ををごご存存じじでですすかか？？手当・助成制度をご存じですか手当・助成制度をご存じですか？？

「手でふれるいのちのぬくもり展」

環境配慮型おうち消費促進事業
　事業継続を図るためにデリバリーやテイクアウトを実施する市内事業者
を応援するとともに、プラスチックごみの削減を推進します。
煙啓発グッズ配付事業
　エコアクション宣言カード（ポイントカード）の配布・ポイント付与、既
定ポイントに達した方に環境に配慮した販促を図る啓発グッズを進呈する
事業です。
渇エントリー期限　８月３１日火
渇対象　テイクアウトやデリバリーにより飲食の提供を行い、エコアクシ
ョン推進事業（マイバック・ボトルの推奨や環境配慮を消費者に促す事
業）に協力し、エコアクション宣言のポスターを店舗に提示できる市内
中小事業者など

煙補助金交付事業
渇対象　啓発グッズ配付事業に参加した事業者
渇補助対象経費　①商品提供用のリユース容器・バイオマスプラスチック
配合容器などの導入経費②その他エコバック作成配付などプラスチック
削減に資する消費者還元策を実施するための経費
※複数項目での申請可、申請は１回のみ
渇補助対象期間　４月１日〜１２月３１日
金

渇申請期限　令和４年１月３１日月
渇補助率　１０分の１０
渇補助上限額　１店舗当たり１０万円
※申し込み方法など詳細は公式ホーム
ページ参照または要問い合わせ

i事業全体について＝経済観光課☎（３３８）６８３０、エコアクシ
ョン推進事業について＝環境政策課☎（３３８）６８３１、プラス
チックの削減について＝ごみ対策課☎（３３８）６８３６

●お絵かきワークショップ
　”いのち”って何色？　画家の「まこちゃん」
「しんちゃん」と一緒に、みんなで大きな絵を描
こう！　手のひらのスタンプもできます。み
んなで描いた絵は、講師がアート作品として仕
上げ、展示されます。
渇日時　６月２０日日午前１０時〜１１時３０分、正午
〜午後１時３０分
※作品展示は６月２２日㈫〜２６日土午前１０時〜午後５時
渇対象　市内在住・在勤・在学者（未就学児は保護者同伴）
渇定員　各２０人（申し込み先着順）
渇講師　田川誠氏（まこちゃん）、深澤慎也氏（しんちゃん）
m６月７日月午前９時から、公式ホームページのインターネット手続き・電話ま
たはファクシミリで、平和・人権課へ

〔共通事項〕
▶場所　関戸公民館ギャラリー
i平和・人権課☎（３７６）８３１１、v（３３９）０４９１
●ミニ・ 生命 のメッセージ展ｉｎ多摩

い の ち

　犯罪により、理不尽に命を奪われた犠牲者
の等身大パネル（メッセンジャー）が主役のア
ート展です。命の大切さや、未来につなげる
命が守られる社会について訴えます。
渇日時　６月２０日日〜２６日土午前１０時〜午後
５時

渇協力　ＮＰＯ法人いのちのミュージアム

▲啓発グッズは環境に配慮した素材で
作りました（写真はイメージです）

ミミニニ・・生生命命ののメメッッセセーージジ展展ｉｉｎｎ多多摩摩＆＆おお絵絵かかききワワーーククシショョッッププミニミニ・・生命 生命 のメッセージのメッセージ展展ｉｎｉｎ多摩＆お絵かきワークショッ多摩＆お絵かきワークショッププ
い の ち


